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「北陸の弥生文化―八日市地方遺跡と東海―」

朝日遺跡

●
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企画展に関連した朝日遺跡の資料
あいち朝日遺跡ミュージアム企画展

朝日遺跡

八日市地方遺跡

　本企画展では、八日市地方遺跡を中心に北陸地方の弥生文化と東海地方との関係を紹介しました。この頁
では、関連する基本展示室の朝日遺跡の資料を紹介します。ぜひ企画展と合わせご覧ください。

4-1 ◎細頸壺　朝日遺跡
／弥生中期中葉／本館蔵

4-2 ◎円窓付土器　朝日遺跡
／弥生中期後葉／本館蔵

4-3 ◎粗製剥片石器と大型石包丁
朝日遺跡／弥生中期ほか／本館蔵

4-4 ◎勾玉・管玉　朝日遺跡
／弥生中期ほか／本館蔵

4-6 ◎鳥形土製品　朝日遺跡
／弥生中期／本館蔵

4-5 ◎武器形木製品　朝日遺跡
／弥生中期ほか／本館蔵

4-7 ◎筒形土製品　朝日遺跡
／弥生中期後葉／本館蔵

本書は2022年10月22日から12月18日まで、あいち朝日遺跡ミュージアムで開催する企画展「北陸の弥生文化―八日市地方遺跡と東海―」の展示
パンフレットである。
本展示の時期区分は、弥生時代前期（BC.6～BC.4c）、中期（BC.4～BC1c）、後期（AD.1～2c）、終末期（AD.2～3c）とするが、各地域の並行関
係は厳密なものではない。
掲載資料のうち重要文化財には「◎」、地方自治体指定文化財には「○」を付している。
本書の執筆・編集は、原田幹が行った。

・

・

・
・

凡例

4-1～6：本館、4-7：愛知県埋蔵文化財センター
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サヌカイト

紅簾石片岩
Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅲ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅲ期

Ⅱ期

Ⅲ期

閃緑岩：善光寺平産とも呼ぶ
　　　    太形蛤刃石斧の石材
下呂石：ハリ質安山岩で石鏃
　　　    等に用いられた石材

⑧

⑦

⑥

⑤
④③

②

①

⑧最後にツヤが出る

まで磨いて完成。

①紅簾石片岩製の石鋸で擦り切り、

溝を設けます。

②その溝に沿って直線的に

分割します。

③だんだんと小さな角柱体

にしていきます。

⑤極めて微細な剥離を加え

てさらに形を整える。

⑥砥石で多角柱から次

第に円柱へと磨いて、

丸くしていきます。

⑦直径0.7～1mmの磨

製石針を回転させて、両

側から孔をあけます。

④石鋸の刃の厚さの限界ま

で小さく割ります。
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Ⅰ 北陸の弥生文化と八日市地方遺跡 Ⅲ ものづくりの拠点
　八日市地方遺跡は、石川県小松市、ＪＲ北陸本線小松駅の東側
一帯に広がる弥生時代中期の環濠集落です。推定範囲は、東西
約460m、南北約430m、20万㎡近い規模があります。
 昭和初期に発見され、幾度かの調査を経て、北陸の弥生時代中
期の「小松式」土器の標式遺跡となりました。平成に入り、区画整
理や北陸新幹線建設にともなう大規模な発掘調査が行われると、
環濠集落としての実態が明らかになってきました。玉作り、木器製
作、鉄器の使用など、弥生時代研究を大きく進展させる成果が相
次ぎ、北陸地方の弥生時代を代表する遺跡となっています。
 集落の姿をみてみましょう。まず、遺跡を東西に貫く埋積浅谷（旧
河道）の南北の微高地に居住域（北が右岸居住域、南が左岸居住
域）が形成されました。居住域は環濠に囲まれ、居住域をとりまく
ように墓域が広がっていました。居住域の内部には、掘立柱建物、
平地住居、土坑、井戸などの遺構が足の踏み場がないほど密集し
ています。また、谷（旧河道）のそばには、木製品製作のための貯
木場などがあり、谷を埋めるように多量の土器、木製品、建築材な
どが埋まっていました。

Ⅳ 祈りのカタチ
　八日市地方遺跡では、祭祀
や信仰に関わる遺物も多く出
土しています。人、鳥、動物、
舟、武器などをかたどった造形
物には、どのような祈りや願い
が込められていたのでしょう。
展示品をとおして、八日市地方
遺跡の人々の精神文化の一端
に触れてみましょう。

Ⅱ 土器からみた地域と交流
　地元とは系譜の異なる土器、産出地が限られる特殊な石材など
をトレースすることで、当時の交流の様相を知ることができます。
生産と交流の拠点として栄えた八日市地方遺跡には、さまざまな
地域との交流の足跡が残されています。
 土器からみた交流ルートは、①中国地方や近畿北部などの日本
海ルート、②近江ルート、③岐阜や東海などの南方ルート、④北陸
東部や信濃など北陸新幹線ルートに大きく整理されています。本
企画展では、東海地方との関係を中心に、八日市地方遺跡の土器
を紹介しています。

表紙写真 ： 人面付土器、獣形勾玉/八日市地方遺跡/小松市埋蔵文化財センター蔵、 柄付鉄製ヤリガンナ/八日市地方遺跡/石川県埋蔵文化財センター蔵

2-1 八日市地方遺跡全体図

3-1 管玉の製作工程

2-2 遺構が密集する居住域

2-4 ◎東海系壺　八日市地方遺跡
／弥生中期中葉／小松市埋蔵文化財センター蔵

2-5 ◎円窓付土器　八日市地方遺跡
／弥生中期後葉／小松市埋蔵文化財センター蔵

3-7 ○桶　西念・南新保遺跡
／弥生後期／金沢市埋蔵文化財センター蔵

3-8 ○高坏　西念・南新保遺跡
／弥生後期／金沢市埋蔵文化財センター蔵

2-3 八日市地方遺跡の外来系土器・石材

2-1～3：小松市埋蔵文化財センター、2-4･5：本館撮影

3-1･3：小松市埋蔵文化財センター、3-2･6：石川県埋蔵文化財センター、3-4･5･7･8：本館撮影

3-2 柄付鉄製ヤリガンナ　八日市地方遺跡
／弥生中期／石川県埋蔵文化財センター蔵

3-3 ◎匙　八日市地方遺跡
／弥生中期／小松市埋蔵文化財センター蔵

3-5 ◎土偶　八日市地方遺跡
／弥生中期／小松市埋蔵文化財センター蔵

3-6 ◎動物形土製品　八日市地方遺跡
／弥生中期／石川県埋蔵文化財センター蔵

3-4 ◎人面付土器　八日市地方遺跡
／弥生中期／小松市埋蔵文化財センター蔵

Ⅴ 西念・南新保遺跡の木製品
　八日市地方遺跡が衰退した後も、玉作りや高度な木
器製作の技術は、各地の集落に受け継がれ、さらに発
展しました。
　金沢市の西念・南新保遺跡は、弥生時代中期後葉か
ら終末期に営まれた環濠集落です。ここでは、さまざま
な木製品が出土しており、桶や花弁の浮彫が施された
高坏など、北陸地方を代表する優品がそろっています。

遺跡推定範囲

環濠

方形周溝墓

凡例
旧河道

居住域

墓域

調査完了区

　八日市地方遺跡は、さまざまなものづくりをとおして、生産と流通の拠
点として発展しました。北陸の地場産業ともいえるのが玉作りです。小松
市には良質な碧玉の産出地があり、これを加工した管玉が作られまし
た。新潟県産のヒスイを用いた勾玉作りと合わせ、重要な玉生産地の一
つとなりました。また、精緻な加工が施された木製容器類や杓子・匙など
は、弥生の匠の技といえるでしょう。2017年に発見された柄付鉄製ヤリガ
ンナは、弥生時代の木工技術を知るうえでも重要な発見となりました。
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